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S.J. Charbonnier, J.L. Palma and S.Ogburnによる
Application of "shallow-water" numerical models for hazard assessment of volcanic flows:the case
of titan2d and Turrialba volcano(Costa Rica)の核心部分の抄訳

Abstractから

Titan2D によるシミュレーションによる現象の再現は、これまでの調査から、火山堆積
物による密度の高い粒子流に限られるべきであり、たとえば、溶岩ドームの自重による崩

壊のような（例えば雲仙の溶岩ドームの崩落による火砕流）場合に適用できるが、密度の

低い噴煙に近い性質を持つ火砕流には適用できない。

Discussion and Conclusionsから

Titran2D は、乾いた粒子の変形や流れを支配する流体の運動則に基づいたシミュレーシ
ョンを行うプログラムで、用いられている運動方程式では、物質の深さ方向の運動は小さ
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いことを仮定し、それを慣らして平均化していることから、流れや層厚変化による物質の

上下方向の運動には、制約条件がかかっている。このような Titan2D の性質から、水と泥
の混合体であるラハール（泥流）やある種の火砕流、サージと呼ばれる指向性の強い火砕

流や噴煙柱が崩壊してできる火砕流は Titan2D ではうまく再現することはできないし、急
傾斜の地形条件では非現実的な結果を与える。

例えば Kelfoun 等(2009)は、噴煙柱崩壊による火砕流には、Titan2D に用いられている
モール・クーロンの摩擦則を当てはめること自体が不適切なことを、Tungurahua火山（エ
クアドル）の事例で紹介している。しかしながら、Block and ash flows(火山岩塊と火山灰
の混合した流れ)については Titan2D はうまくシミュレーションで再現できる。しかし結
果が信用できる範囲は、底の密度の高い部分の流れに限られるので、流れの表層の密度の

小さい熱雲状の運動は含まれない。

この論文の結果をまとめると、Titan2Dのような浅水方程式による流体の運動モデルは、
将来の噴火による災害の予測評価に使えるが、適用範囲は密度の高い火山の粒子流の分野

に限られる。例えば、溶岩ドームの自重による崩壊のような現象には当てはめられる。

そのいっぽうで、噴煙柱の崩壊により発生する火砕流や、山体の全面崩壊や、ブラストと

呼ばれる指向性を持った爆発的な火砕流（事例としてはセントヘレンズ山がある）などに

は適用できない。

さらにシミュレーションをうまく実行するには、摩擦に関するパラメータを、理論的に

ではなく、経験的に、状況に合わせてうまく調整する必要がある。


